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の MVP 療法を対照群とし放射線同時併用 carboplatin



























































ｿDocetaxel 40mg/m2　d 1, 8, 29, 36
ｿCisplatin 40mg/m2　d 1, 8, 29, 36
　Concurrent Radiation 60Gy
ｿMitomycin 8mg/m2 d 1, 29
ｿVindesine 3mg/m2 d 1, 8, 29, 36
ｿCisplatin 80mg/m2 d 1, 29
　Concurrent Radiation 60Gy












































Recurrent/advanced non-small cell lung cancer
上皮成長因子受容体チロシンキナーゼ阻害薬 











の存在を予想していない14,15)．gefitinib も erlotinib も
























EGFR からのシグナル遮断が働き apoptosis がもたら
されたと考えられる21)．更に EGFR の ATP 結合部位
に exon 20 L858R の遺伝子変異が入ると gefitinib は 
wild type EGFR より約20倍結合しやすくなる22)．
gefitinib は正常組織に発現する wild type の EGFR よ
り，より選択的に腫瘍に発現した変異 EGFR の ATP 





を遂げつつあり，EGFR の T790M 変異23ﾝ25)，c-Met 遺
伝子の増幅 26)は試験管内のみでなく臨床的にも 
gefitinib や erlotinib の EGFR チロシンキナーゼ阻害
薬に対する耐性を引き起こすことが既に証明されてい
る．耐性打破を目的として，T790M 変異に対しては不
可逆性 EGFR 阻害薬 HKIﾝ272など，c-Met 増幅に対












標準治療薬 docetaxel と gefitinib との直接比較が行







































ロシンキナーゼ阻害薬の薬効として wild type の 





Vascular endothelial growth factor
　Vascular endothelial growth factor (VEGF）は 
VEGF receptor １（Fltﾝ１）と VEGF receptor ２
（KDR，Flkﾝ１）とに作用する強力な血管新生促進因
子である．1993年 Kim らにより VEGF の阻害による
腫瘍抑制効果も報告されていた30)．受容体ではなくリ





































な説明と同意が求められる．2007年の ASCO では 


















ｹ，KIT）を阻害する37)．従って，この薬剤は Raf と 
Kit のシグナルを抑制する直接的な抗腫瘍効果と 









効果と VEGFR と PDGFR 阻害を介した血管新生阻
害作用をもつ37)．転移性腎細胞癌に対する sunitinib の
有効性は IFN-ｸ 単独療法との比較試験で既に証明さ







ナーゼ阻害薬で EGFR と VEGFRﾝ２のチロシンキナ
ーゼ阻害活性をもつ 44)．この二つの組み合わせは 



























標 的 分 子 作用機序
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